
建
設
環
境
委
員
会
の 

副
委
員
長
と
し
て
活
動
中 

    

                             

    
 

   
 
 

 

 
 

平
成
30
年
5
月
、
私
の
議
員
４
年

目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
早
い
も
の

で
、
任
期
最
終
年
度
で
す
。
議
員
は
年

賀
状
を
印
刷
し
て
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
平
成
30

年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
来
た
る
統

一
地
方
選
挙
に
向
け
て
、
抱
負
な
ど
を

お
伝
え
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

議
員
４
年
目
は
、
建
設
環
境
委
員
会

の
副
委
員
長
と
し
て
活
動
中
で
す
。 

 
 
 
 

松
本
市
議
会
に
は
、
総
務
・
教
育
民
生
・

経
済
地
域
・
建
設
環
境
と
い
う
４
つ
の

常
任
委
員
会
が
あ
り
、
全
議
員
が
い
ず

れ
か
に
所
属
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

建
設
環
境
委
員
会
は
、
建
設
、
環
境
、

上
下
水
道
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
る
重
要
な
分
野
を
所
管
し
ま
す
。 

私
は
、議
員
１
年
目
に
総
務
委
員
会
、

２
年
目
は
教
育
民
生
委
員
会
、
３
年
目

は
経
済
地
域
委
員
会
に
所
属
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
全
て
の
常 

        任
委
員
会
を
経
験
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、
２
年
目
か
ら
３
年
連
続
し
て

副
委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
副
委
員

長
は
何
か
と
出
番
が
多
い
こ
と
に
加
え
、

議
会
か
ら
市
長
に
提
出
す
る
提
言
書
を 

                

書
く
と
い
う
重
要
な
役
目
も
あ
る
の
で
、

手
応
え
が
実
感
で
き
ま
す
。も
っ
と
も
、

も
の
を
書
く
こ
と
が
苦
手
な
人
に
と
っ

て
は
苦
痛
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

私
は
基
幹
博
物
館
建
設
特
別
委
員
会

に
も
所
属
し
て
い
ま
す
。
基
幹
博
物
館

建
設
は
、
基
本
設
計
（
案
）
の
承
認
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
を
経
て
、

実
施
設
計
へ
と
進
ん
で
い
く
段
階
に
あ

り
ま
す
。
流
行
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
迎

合
す
る
の
で
な
く
、「
学
都
ま
つ
も
と
」

に
ふ
さ
わ
し
い
博
物
館
の
姿
を
貫
い
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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松本市議会議員 

▲ 平成30年 11月  長野大学（公立・上田市）の授業 

この日のテーマは「政治分野における男女共同参
画」、クォーター制の是非などについて議論しました。 

 

 

 



平成 30年度の質問項目 in 定例議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     任期中の主な取り組み 

執筆  平成28年度 教育民生委員会 調査報告「医療費の適正化に向けて」 

平成29年度 経済地域委員会 政策提言「農業分野における温暖化対策」 

平成30年度 建設環境委員会 取り組み中「地域の公園を維持していくために（仮）」  

実現  地区公民館全館の公共Ｗｉ-Ｆi整備、寿台公園の「あずまや」整備など多数 

請願紹介議員   信州生活者ネットワーク松本「県に種子条例の制定を求める請願」ほか   

６月定例会 平成30年6月12日（火） 一問一答で難問を質した60分間、大きな成果が！ 

１．価格競争に負けない松本産農産物をめざして 
（１）農業生産工程管理（ＧＡＰ）認証取得の推進について  （２）地理的表示（ＧＩ）保護制度への登録について      

（３）遺伝子組み換え野菜と伝統野菜について 

２．市の広聴制度「パブリックコメント」のあり方  
（１）現状と認識について  （２）実施機関における対応について  （３）コンプライアンスの遵守について 

（４）広聴制度「パブリックコメント」に関する市長の思い      （５）今後に向けて 

３．リビングウィル（医療に関する事前指示書）の運用に向けて 
（１）初年度の取り組みについて  （２）今後の方向性について 

４．松本市立病院のあり方と建設計画 
  （１）国・県の医療政策の大転換を受けて  （２）経営の赤字体質と対策について 

（３）建設基本計画について ① 策定プロセスと松本市立病院新公立病院改革プラン  

② 用地選定と土壌調査結果  ③ 建設費・設備費の算定  ④ 運営の課題    

(４) 市長の考え       ① 「地域」の定義         ② 経営・役割・規模・機能に関して 

(５) 今後に向けて 

     

７月11日（水）、市長が市立病院の抜本的な経営改革を指示。見直しを進めることに！ 

 

 

 

 

 

（１）国・県の医療政策の大転換を受けて 

（２）経営の赤字体質と対策について 

（３）建設基本計画について 

 ア 策定プロセスと松本市立病院新公立病院改革プラン 

イ 土地選定と土壌調査結果 

 ウ 建設費・設備費の算定 

 エ 運営の課題    

（４）市長の考え 

ア 「地域」の定義 

イ 経営・役割・規模・機能に関し  

  て 

（５）今後に向けて 

      

一問一答（発言時間60分間） 

 

 

 

 

12月定例会 平成30年12月12日（水） 市の本気度を問うた、緊迫の一問一答60分間！ 

１．行政と市民の「協働」のあり方について 
（１）本市における「協働」のとらえ方  （２）松本市消防団女性部の活動拠点整備 

（３）松本古城会への将来的なサポート （４）松本市美術館友の会との連携強化 

（５）今後に向けて 

２．松本市立病院の経営改革について 
（１）新市立病院建設基本計画  ①現病院の経営改革との関係性      ②用地交渉の進捗状況・結果 

（２）市立病院の財政と経営改革 ①平成29年度決算を受けて      ②経営改革の方向性 

③財政再建のために必要な3つの方策 ④市長部局の見解 

（３）市立病院の役割と組織     ①公立病院・自治体病院の責務       ②小口特命参与を迎えて 

③病院事業管理者不在の意味するところ 

（４）再生に向けて 

 

前代未聞！質問終了と同時に、議場で禁止されている拍手が沸き起こってしまいました。 



吉
村
コ
ラ
ム 

ち
ゃ
ぶ
台
も
勉
強
机 

逆
手
の
発
想
で 

 

 

「
吉
村
議
員
は
保
守
で
す
か
、
革
新

で
す
か
」。
こ
れ
は
、
最
近
と
み
に
増
え

た
質
問
で
あ
る
。
広
辞
苑
に
よ
る
と
、

「
保
守
」
と
は
、
旧
習
を
保
存
し
革
新

に
反
対
す
る
こ
と
。「
革
新
」
と
は
、
旧

習
を
棄
て
て
新
し
く
す
る
こ
と
。 

 

私
た
ち
の
社
会
を
取
り
巻
く
問
題
は

複
雑
化
し
て
い
て
、
単
純
に
は
割
り
切

れ
な
い
。「
保
守
だ
か
ら
こ
う
、
革
新
な

ら
ば
こ
う
」
と
、
ス
パ
ッ
と
二
つ
に
分

け
て
対
応
が
か
な
う
ほ
ど
単
純
で
は
な

い
は
ず
。
そ
し
て
、
こ
の
傾
向
は
現
場

に
近
い
ほ
ど
強
い
よ
う
な
気
が
す
る
。 

 

私
に
は
、
守
り
た
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
例
え
ば
、
公
民
館
長
時
代
に

開
講
し
続
け
た
「
日
本
の
伝
統
と
文
化

を
学
ぶ
」
シ
リ
ー
ズ
講
座
。
日
本
旧
来

の
風
習
や
伝
統
・
文
化
を
守
り
た
い
。

日
本
の
種
子
を
守
り
、
食
糧
生
産
を
守

り
、
国
の
礎
た
る
農
を
守
り
た
い
。
自

衛
隊
員
の
生
命
を
守
り
た
い
。 

 

今
の
体
制
を
守
り
抜
い
た
先
に
も
、

改
め
て
新
し
く
し
た
先
に
も
、
待
ち
受

け
て
い
る
の
は
人
口
減
少
社
会
と
い
う

課
題
で
あ
る
。
日
本
は
2008
年
を
ピ
ー
ク

と
し
て
人
口
減
少
に
転
じ
た
。
現
在
、 

 
 
 

1
億
2645
万
人
と
い
う
人
口
は
、
2050
年

に
は
9708
万
人
、
今
世
紀
末
の
2100
年
に

は
4959
万
人
と
、
わ
ず
か
100
年
足
ら
ず

の
間
に
現
在
の
約
40
％
、
明
治
時
代
の

水
準
に
ま
で
急
減
す
る
と
推
計
さ
れ
る

（
国
立
社
会
保
障･

人
口
問
題
研
究
所

『
日
本
の
将
来
推
計
人
口
』
よ
り
）。
私

の
幼
い
孫
た
ち
が
老
い
る
頃
、
世
界
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 
戦
後
の
復
興
か
ら
成
長
の
階
段
を
駆

け
上
が
っ
て
到
達
し
た
現
代
の
日
本
社

会
。
そ
の
行
き
詰
ま
り
感
は
並
々
な
ら

ず
、
早
急
な
処
置
や
刷
新
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。 

 

以
前
、定
例
議
会
で
も
質
問
し
た
が
、

「
道
徳
」
が
教
科
化
さ
れ
て
評
価
が
始

ま
る
。「
今
」
の
中
で
成
長
し
大
人
に
な

っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
は
、
ル
ー
ル
の

例
外
や
特
別
扱
い
だ
ら
け
の
「
モ
リ
カ

ケ
騒
動
」
の
中
か
ら
、「
道
徳
」
を
ど
の

よ
う
に
読
み
取
る
の
だ
ろ
う
か
。 

吉
村
幸
代
と
い
う
議
員
は
保
守
的
革

新
な
の
か
、
は
た
ま
た
革
新
的
保
守
な

の
か
、
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
。
自
身

で
考
え
、
推
理
し
、
重
要
ポ
イ
ン
ト
に

辿
り
着
く
と
い
う
セ
ン
ス
は
、
政
治
家

に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
私
は
子
ど

も
を
産
み
育
て
、
親
を
介
護
し
、
地
域

の
中
で
多
彩
な
方
々
と
過
ご
し
て
き
た

歳
月
と
経
験
を
肥
や
し
に
し
て
い
る
議

員
だ
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
市
議
会
議
員

を
保
守
と
革
新
で
分
類
す
る
こ
と
に
な

ど
大
し
た
意
味
は
な
く
、
市
民
の
皆
様

の
声
や
現
場
の
方
々
の
訴
え
を
聴
き
、

「
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
」
に
軸
足

を
据
え
て
動
く
こ
と
こ
そ
が
大
切
と
、

こ
の
3
年
半
が
教
え
て
く
れ
て
い
る
。 

 

松
本
市
議
会
に
は
31
人
の
議
員
が

い
る
が
、
政
党
、
組
合
、
国
会
議
員
所

属
団
体
な
ど
に
関
わ
る
議
員
が
多
く
、

真
の
意
味
で
の
無
所
属
議
員
は
極
め
て

少
な
い
。
私
に
は
政
党
も
組
合
も
後
ろ

楯
も
な
い
し
、
幼
馴
染
み
も
本
家
新
宅

も
な
い
が
、
な
い
な
い
尽
く
し
を
「
し

ば
ら
れ
な
い
」と
い
う
強
み
に
変
え
て
、

ま
っ
す
ぐ
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

群
れ
ず
、
し
が
ら
ま
ず
、
実
直
に
や

っ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
松
本
市
の
将
来

を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
と
い
う
思

い
か
ら
、「
す
べ
て
は
市
民
益
の
た
め

に
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
よ
う
。 

 

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
女
の
く
せ
に
」

「
主
婦
の
分
際
で
」
と
言
わ
れ
て
き
た

が
、
逆
に
主
婦
の
視
点
を
活
か
し
て
、

「
い
つ
で
も
生
活
者
の
視
点
で
」
を
、

も
う
一
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
よ
う
。 

編
集
後
記 

 

主
要
農
産
物
の
種
子
の
生
産
や
普
及 

を
都
道
府
県
に
義
務
付
け
て
き
た
種
子 

法
が
、
国
会
で
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
ず

に
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
代
替
措
置

と
し
て
「
県
に
種
子
条
例
の
制
定
を
求

め
る
請
願
」
が
出
さ
れ
、
吉
村
議
員
は

紹
介
議
員
と
し
て
奔
走
、
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。
や
っ
タ
ネ
！ 

種
は
農

の
源
、
大
切
だ
。
▼
市
議
会
教
育
民
生

委
員
会
を
初
傍
聴
し
た
。
信
大
生
に
よ

る
「
受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
罰
則
を
求

め
る
陳
情
」
を
巡
る
審
議
。「
罰
則
よ 

り
も
、
市
民
の
良
識
の
醸
成
に
期
待
」 

「
タ
バ
コ
は
貴
重
な
税
収
源
、
喫
煙
所 

の
整
備
を
」
と
い
っ
た
議
員
意
見
で
、 

若
者
の
陳
情
は
粉
砕
さ
れ
た
。
条
例
の 

制
定
は
、
国
会
を
唯
一
の
立
法
機
関
と 

定
め
る
憲
法
41
条
の
例
外
で
あ
る
。
ゆ

え
に
、
条
例
や
罰
則
の
必
要
性
な
ど
が

よ
り
厳
密
に
精
査
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

陳
情
不
採
択
と
い
う
結
論
に
異
論
は
な

い
が
、
法
的
思
考
が
欠
落
し
た
発
言
ば

か
り
の
委
員
会
に
驚
い
た
。
▼
「
人
権

と
公
益
を
天
秤
に
か
け
て
熟
慮
す
る
ん

だ
よ
」「
人
の
自
由
を
規
制
す
る
時
は
慎

重
に
」。若
者
に
そ
ん
な
タ
ネ
を
蒔
く
議

会
で
あ
っ
て
欲
し
か
っ
た
。（
結
城
子
） 



   

吉村写真館  2018冬～秋 

▲1/5(金) 松本商工会議所
新春賀詞交歓会へ出発 
 

  

▲1/28(日)吉村後援会総会＆新年会
上條裕朗新後援会長から挨拶 ▲2/13(火) 中島副知事と地域防災で

活躍する女性との意見交換会 

▼5/8(火) 経済地域委員会副委員
長として菅谷市長に提言書提出 

▲4/22(日) 松本市美術館友の会総会 
中村会長より理事の委嘱状交付 

▼3/13(火)長野県防災会議  

 

▲6/22(金)松本市環境衛生
協議会定期総会にて挨拶  
 

▲8/8(水) 松本西南ロータリー
クラブ納涼家族例会 
ドラムに挑戦！ 
 

▲7/28(土)中山地区 
棚峯町会納涼祭  

 

▲9/17(月・祝) 寿台敬老祝賀会 

 
9/22(土)オーストラリアの生徒を 
迎えて和太鼓体験 in 才教学園 ▶ 

▼10/10(水) 
活動報告会  
in 第 三 地
区公民館  

▲6/27(水)～29(金)会派「み
んなの未来」行政視察 in 
下関市・山口市・豊橋市 

 ◀ 10/1(月・ 
日本酒の日）
寿一番星 
第 5弾発売  
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